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論文内容の要旨
本論文は，電子写真有機感光体の高感度化を目的として，材料設計ならびにそのデバイス評価に関する研究をまと
めたもので，緒言，本論 5 章と総括から構成されている。
緒言では，電子写真技術の概要，有機感光体の最近の技術動向に言及し本研究の目的を明らかにしている。
第 1 章では，電荷輸送剤として置換基を系統的に変化させたアミノフェニルヒドラゾン化合物を取り上げ，それら
のホール移動度を分子軌道計算結果と対応させることによって，化学構造と移動度の相関を考察し高移動度ホール
輸送剤の分子設計指針としてカチオンラジカル状態における分子内の正電荷分布のバランスが重要であるとの結論を
導いている。
第 2 章では，第 1 章で示された高移動度ホール輸送剤である p- ジフェニアルアミノベンズアルデヒドジフェニル
ヒドラゾンについて，その移動の電界依存性，温度依存性ならびに分子間距離依存性を分離同定することによって，
ゼロ電界における電荷ホッピングがスモールポーラロン理論で解釈できることを明らかにするとともに，その電荷
ホッピングが分子間距離に依存して断熱的ホッピングから非断熱的ホッピング挙動へ遷移することを見い出してい
る。
第 3 章では，積層有機感光体デバイスにおける電荷発生層 (CGL) から電荷輸送層 (CTL) への電荷注入効率の
評価法として，新しく誘電体の低周波領域の評価法である過渡電流法を適用しその誘電スペクトルにバインダーポ
リマーの双極子配向の他に，キャリア注入過程が現れることを見い出し同法が異種材料間のキャリア注入現象の解
析に有効であることを示すとともに，実際の積層感光体構成における CGL/CTL 積層界面の電荷注入が，感光体特
性とくに表面電位の光減衰における残留電位の支配因子となることを明らかにしている。
第 4 章では，積層界面の電荷注入効率の支配因子を明らかにするため， CGL と CTL のイオン化電位の異なる一
連の積層感光体について過渡電流と感光体特性を検討し過渡電流量と残留電位のよい相関を見い出し，イオン化電
位の等しい CGL と CTL の組み合わせにおいて，高感度，低残留電位が達成できることを明らかにしデバイス設
計上の材料選択の指針を得ている。
。。??
第 5 章では，積層感光体デバイスにおけるもう一つの界面で、ある金属基板と CGL 界面について，その基板/
CGL の接合状態を仕事関数の異なる金属と顔料薄膜の一連の組み合わせにおいて過渡電流法，低周波容量測定法に
より解析を行い， これらの接合状態が積層感光体特性に及ぼす効果について明らかにしている。
最後に，総括において本研究で得られた知見を要約している。
論文審査の結果の要旨
本論文は，現在の情報化社会を支える電子写真複写機に広く用いられる有機感光体の高感度化を目的として，その
材料設計ならびにデバイス評価に関する研究をまとめたもので，その主な成果を要約すると次の通りである。
(1)電荷輸送剤として一連のアミノフェニルヒドラゾン化合物を取り上げ，それらのホール移動度を分子軌道計算結
果と対応させることによって，化学構造と移動度の相関を考察し高移動度ホール輸送剤の分子設計指針としてカ
チオンラジカル状態における分子内の正電荷分布のバランスが重要であるとの結論を導いている。
(2) 高移動度を与えた p- ジフェニルアミノベンズアルデヒドジフェニルヒドラゾンについて，その移動度の電界依
存性，温度依存性ならびに分子間距離依存性を分離同定することによって，ゼ、ロ電界における電荷ホッピングがス
モールポーラロン理論で解釈できることを明らかにするとともに，その電荷ホッピングが分子間距離に依存して断
熱的ホッピングから非断熱的ホッピング挙動へ遷移することを見い出している。
(3) 積層有機感光体デバイスにおける電荷発生層 (CGL) から電荷輸送層 (CTL) への電荷注入効率の評価に，新
しく誘電体の低周波領域の評価法である過渡電流法を適用しその誘電スペクトルにキャリア注入過程が現れるこ
とを見い出し同法が異種材料間のキャリア注入現象の解析に有効であることを示すとともに，実際の積層感光体
における残留電位の発生が， CGL/CTL 積層界面の低電荷注入効率に起因することを明らかにしている。
(4) さらに電荷注入効率の支配因子を明らかにするため， CGL と CTL のイオン化電位の異なる一連の積層感光体
について同法を適用して解析しイオン化電位の等しい CGL と CTL の組み合わせにおいて，高感度，低残留電
位いが達成できることを明らかにしデ、バイス設計上重要な材料選択の指針を得ている。
(5) 積層感光体デバイスにおけるもう一つの界面である，金属基板と CGL 界面についても，仕事関数の異なる金属
と顔料薄膜の一連の組み合わせにおいて解析を行い，界面接合状態が積層感光体の帯電特性に及ぼす効果について
明らかにしている。
以上のように，本論文は，電子写真感光体の主要材料となっている光導電有機材料の分子設計と高性能デバイス構
築のための材料選択指針に関し，多くの有用な知見を得ており，有機半導体物性工学，材料化学の発展に寄与すると
ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
